
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 わたしが創る“学びの時間”〜教科と総合の記録〜 

 

 

 

 

ゼミナール形式によるグループ学習 

言語化による気付き 

各教科 

国語「つぼみ」の学習。自分が

書いた文章を友達と読み合いな

がら、つぼみクイズを作ってい

く。友達と読み合う際には、「自分

と同じところ・よくわからないと

ころ・真似したいところ」の３つ

の視点で、３色の色鉛筆を使って

線を引きながら交流した。学習の

最後には、完成したつぼみクイズ

を６年生に聞いてもらい、満足げ

な子供たちの姿が見られた。 

 ひらがなの学習が終わった段階で初

めての OPP シートに取り組んだ。体

育「水遊び」の単元では、学習前に「水

と仲良くなるには」という本質的な問

いを設定した。「楽しかった」だけでは

なく、毎時間の学習活動で大切だと思

ったことを自分の言葉で振り返ること

ができた。少しずつ OPP シートの書

き方にも慣れ、次に取り組んだ算数

「10よりおおきいかず」では、自分の

振り返りをより詳しく書けるようにな

ってきた。 

 国語「ことばをみつけよう」では、

ホワイトボードを使ってゼミナール形

式で学習を進めた。まずは、グループ

で言葉を見付け、次に他のグループへ

行き、まだ見付けていない言葉のヒン

トを付箋に書いて貼った。いろいろな

グループを回った後、自分のグループ

に戻って付箋のヒントからまだ見付け

ていない言葉を見付けた。子供たちは

ヒントの出し方を工夫したり、ヒント

から答えを探したり、夢中になって取

り組んでいた。 

３色マーカーを使った視覚的な交流 



 

 

 

 

 

 

 

 

生活科の時間 

全員が考えをもちより、話し合い、まとめる 

本物のオーディエンスへの発表 

学校探検をして、もっと知りたい

こと、聞いてみたいことを先生た

ちにインタビューしに行った。教

えてもらったことを劇、クイズ、

ペープサート等それぞれの方法

でグループごとにまとめた。グル

ープで意見を交わしながら、他の

人に分かりやすく説明するため

の準備を意欲的に行うことがで

きた。 

学校についてまとめたことを他

のグループや保護者に発表する。

学校のことを詳しく知らない、保

護者を対象にすることで、わくわ

く感、どきどき感につながった。

保護者から感想をもらえたこと

で、自己肯定感を高めることがで

きた。 

 生活科見学で拾ったどんぐり

や松ぼっくりを並べて、「何をや

ってみたい？」と児童に投げかけ

た。どんぐりごま、アクセサリー、

けん玉、楽器、リース・・・児童

一人ひとりが、自分の作ってみた

いものをイメージしながら製作

し、製作後は、学年全体で「あき

まつり」を開いた。自分の製作し

たものをいきいきと紹介する児

童の姿が見られた。 

学校の教育目標「自立・共生・健康」 

自分の「やってみたい！」に取り組む 


